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「基礎生物学実験　」
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良かった点 改善するべき点

担当教官のコメント

・生化学的な実験に少しでも慣れた気がします。

・初めて細胞性粘菌というのをしった。とても面白い生活

環だった。

・レポートの書き方がうやむやになってしまう感があった。

自分の問題なのだが、何かしら目標のようなものがあれ

ばよかったと思う。

良い 普通 良くない

10 02

興味深さ

良い 普通 良くない

7 05

分かり易さ

良い 普通 良くない

7 05

話し方・速度

良い 普通 良くない

8 13

板書・プリント・
他メディア

良い 普通 良くない

6 06

シラバスとの
整合性

良い 普通 良くない

8 04

あなた自身の
取り組み

良い 普通 良くない

8 04

あなた自身の
満足度

今回は「赤血球の溶血」と「細胞性粘菌の接着」というテーマで担当しましたが、いずれも細胞を定量的に扱うことを

主眼にしました。後者については生きた細胞を材料にするため細胞の状態によっては思い通りの結果が出ず、レポートが

書きにくかったことと思います。この点については実験の歩留まりがよくなるように実験内容の再検討も含めて対処した

いと思います。また、改善点として指摘されたことについては「細胞性粘菌の接着」に関してのことかと思いますが、具

体的なレポートの課題を設け、考察のポイントについての説明を加えるよう改善したいと思います。


